
 
 

◆ゲスト紹介 

 〔相模原南 RC〕 中村辰雄様、小野田勝宏様 
 

◆会務報告 

1． ガバナー候補者推薦のお願い 

2． 賛助会ご入会のお願い（米山梅吉記念館） 

3． 米山梅吉記念館 秋季例祭のご案内 

9 月 20 日(土)14 時～ 米山梅吉記念館ﾎｰﾙ 

4． 第 11 期 RLI‐2730 ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ研修会のご案内 

 日時：2025 年 9 月 23 日(火･祝)9 時～17 時 

 場所：国分シビックセンター 

5． 2025-26 第 1 回奉仕プロジェクト部門勉強会

研修後のアンケートについて（お願い） 

6． RI 日本事務局財団室 NEWS 2025 年 9 月号 

7． ロータリー文庫 2024 年度決算報告 

8． 週報 ……… きもつき RC・志布志 RC 

9． 9 月例会変更のお知らせ 

〔串良 RC〕22 日(月)祝日休会 (敬老の日) 

      29 日(月)⇒10/6(月)へ変更 

         理事会開催後 18：30～ 

〔南九州大崎 RC〕18 日(木)祝日週休会 

     25 日(木)⇒27 日(土) 屋台村開催 

         雨天時 10/4 へ 

 

      会長 久木田弘さん 

皆さんこんにちは、昨日は友 

好クラブ相模原南ロータリーク

ラブ 55 周年記念式典の実行委員

長 中村辰雄様と小野田勝宏様が 

 

鹿屋に来られたので、懇親会を彩雲で開催しまし

た。王谷さんから冬瓜に祝 55 周年と彫られた素

晴らしい飾り物が披露され、お互いの友好を深め

ました。参加していただきました皆様ありがとう

ございました。 

この後、相模原南ロータリークラブの中村実行委

員長からお言葉を頂きます。我が西クラブも 2 年

後 50 周年記事業が控えています。 

先輩からも、もう実行委員委員長をそろそろ決め

て置く必要があると言われ、早々昨日お名前に梅

が付くお方に依頼を致しております。 

また一昨日は平和の花束作文コンクール優秀者

の MBC ラジオ録音の為、当クラブより深水さん

早川さん山下さんと私を含め 4 人が子供達 30 名

程をバスで MBC 放送局まで録音に行ってきまし

た。皆練習を重ねてきたようでほぼ全員録り直し

などなく、上手に録音が終了しました。 

引率で行かれた皆様大変ご苦労様でした。 

話は変わりまして、今年は戦後 80 年の年、鹿

屋市でも色々な行事をしていました。会員で行か

れた方もいると思いますが、その中で 2 つの行事

の中の一部を紹介いたします。 

まず 8 月 3 日にリナシティで在りました「川端康

成と特攻」川端康成が昭和 20 年 4 月 24 日からひ

と月の間、海軍報道班員として鹿屋に滞在してい

た時に 172 人もの若者たちが帰らぬ道に旅立った

中で川端が会った特攻隊員の遺書が披露されまし

たのでその中の 2 つを紹介いたします。 

初めに 藤田暢明 少尉(21 歳) 

東京農大。昭和 20 年 5 月 14 日出撃。相思相愛の
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観月会  日時：2025 年 9 月 29 日（月）18：30～  場所：MUSU（リナシティかのや 1F） 

https://kanoya24-rc.synapse.kagoshima.jp/


睦重さんとの結婚が許されたのが出撃の 3 日前。

愛する女性への遺書。特攻隊員の遺した最も激烈

な愛の書。 

 

「本日父上、母上様からのお許しのお手紙を頂戴

し感無量なり、お前も嬉しかったと思う。 

両親は睦重の美しい心、優しい女らしい柔らかい

線を持った態度を認めてくれたのだと俺は信ず

る。俺は本当に幸福の中の幸福な男と思う。 

睦重無くしては俺なく、俺なくして睦重なし。 

俺はお前を誰よりも愛するであろう。どうか俺の

親へのご孝養を俺に代わって尽くしてくれ。  

睦重！ 睦重！ お願いします。 

いよいよ待望の秋(とき)が来た。昭和二十年五月

十四日薄暮より開始せられる菊水七号作戦中、特

攻隊の最先峰を征くのだ。男子の本懐之に過ぐる

ものなし。睦重も、優しい敬愛する睦重も俺と一

緒に祝福してくれ。おれは幸福だ。 

世界中 唯一人の最も優しい最愛の妻睦重と、何処

までも征けるのだ。これからの生涯において如何

なることがあろうとも俺は断じて愛する睦重を守

り通さんことを今固く誓って置く。 

暢明を信ずべし。信じうる者は常に強ければな

り。歌心あれど歌なきを如何にせん。歌わんとす

るわが心中の歌を察せよ。何か俺に知らせたきこ

とあれば作物に向かい述べるべし。 

睦重、畑におらば俺は作物の中におらん。 

睦重、これで失礼する。先にいくことを悪く思う

な。許せ。 

ではくれぐれも身体に気をつけて一日も早く土に

なりきる様、またこ両親、祖父母様のお世話をよ

ろしくお願いする。真の幸福とは現在の我が身の

味わいつつあるものを言う。 

新しき者、睦重の幸福と頑張りを祈ります。 

優しい我が愛妻睦重！ 来世も次の世もまた次の

世も暢明の妻となってくれ。睦重、睦重、睦重。

優しいお前を誰よりも俺は愛する。睦重さような

ら。 むつえ、睦重、睦重、睦重 優しい優しい

唯一人の 

睦重さらば！又の日 

昭和二十年五月十一日 

大日本帝国海軍 神風特別攻撃隊 筑波隊 第十 

中隊 第二区隊長  海軍少尉 藤田暢明 

最愛の妻 睦重殿  

 

戦後、睦重さんは暢明の遺影と華燭の典をあげ、

藤田夫人として生きたそうです。 

次に相花信夫(あいばな のぶお) 少尉(18 歳) 

昭和 20 年 5 月 4 日、知覧基地より出撃。 

4 歳で母を亡くし、6 歳の時、父は再婚。 

義理の母への感謝の遺言。 

「母を慕いて。 母上お元気ですか。永い間本当

に有難うございました。 

我六歳の時より育て下されし母。継母とは言え、

世の此の種の女にある如き不祥事は一度たりとて

なく、慈しみ育て下されし母。 

有難い母。尊い母。俺は幸福だった。遂に最後迄 

「お母さん」と呼ばざりし俺。幾度か思い切って

呼ばんとしたが、何と意思薄弱な俺だったろう。

母上お許し下さい。さぞ淋しかったでしょう。 

今こそ大声で呼ばして頂きます。 

「お母さん、お母さん、お母さんと。」 

この遺書を読むと涙が出てきます。 

 

次に和の花束で鹿屋の地から世界平和を目指す

児童生徒のメッセージを世界に発信してゆくこと

を目的に県内外から台湾までの小・中・高校生の

平和へのメッセージ 4275 点の中で最優秀賞を取

られた鹿屋市立鹿屋小学校 5 年迫田乃愛さんの作

文を披露します。私が読むより本人が直接朗読し

た物を聞いていただきます。 

 

見上げた。空は同じでも。 

鹿屋市市立鹿屋小学校 5 年 

迫田乃愛 

あの日の空は今でも忘れない。 

私にはひいばあちゃんがいた。 

施設にいた頃は、いつも周りにお友達がいて、歌

が大好きで穏やかに笑っている。私の顔見るとノ

アちゃん来てくれたとやと、とても喜んでくれ

る、そんなひばちゃんだった。ひいばあちゃんが

亡くなったのは、私が 5 歳の頃、いつもしわしわ

の手で私の小さな手を優しく包んでくれたのに、

私がお母さんに怒られた時も私の味方になってく

れていたのに、一気に寂しくなってたくさん泣い

た。そんなひいばあちゃんがまだ元気だった頃、

思い出すのは辛いけど、忘れちゃいけないことだ

からと、1 度だけしてくれた。戦争の話、まだ小

さかった私にはその意味がわからなかった。でも

いつもと違うとても悲しそうな表情で話していた

のを今でも覚えてる。 

ひいばあちゃんの話を祖母にもう一度聞いてみる

ことにした。あの時ひいばあちゃんが言っていた



のと似た気持ち。聞くのは怖いけれど知らないと

いけない気がしたから、その日ひいばあちゃんが

畑の手伝いをしていると、いつもは静かな町にサ

イレンが鳴り響いた。空を見上げると見られない

飛行機が向こうから飛んでくるのが見えた。慌て

て近くの防空壕に逃げると、さっきまでいた場所

にシュシュと爆弾のようなものが畑に突き刺さる

ような音がした。怖くて耳を塞ぐ人、泣き始める

人、防空壕の中は恐怖に包まれていたそうだ。 

こんなことは絶対にあってはいけないのに、テレ

ビをつけるとひいばあちゃんのしていた話がまさ

に今、外国でも起きている。大きな爆弾が建物に

落ちて逃げる人、泣きながら何かを叫ぶ人、もし

この光景をいまひいばあちゃんが見たらどう思う

のだろう誰も見たくない。世界はそこに広がって

いた。私はひいばあちゃんが亡くなった時、本当

に悲しかった。悲しくて苦しくて。何日も元気が

出なかった。この戦争でもたくさんの人の命が奪

われたと聞いている。そのなくなった一人ひとり

のきっと大切な人がいたのはずなのに、その人を

思って泣いている人がたくさんいるはずなのに、

平和な世界を私の小さな力で簡単に作ることはで

きない。でもこんな私にでもできる事はないかと

考え、戦争のことを知り、二度と繰り返さないこ

とを願う事はできるんだ。ひいばあちゃんが私の

手を優しく包んでくれたように、この世界にも優

しい気持ちが溢れますようにように、いつも綺麗

な空を見上げてそう思った。 

 

いずれも心に残る平和への願いが響いてくるも

のでした。 

戦後 80 年を節目として、現代に生きる我々は、

後世に平和の願いを伝えていく責任として行動し

ていかねばならないと思います。 

以上で会長の時間を終わります。ご清聴ありがと

うございました。 

 

五十・五十五周年記念式典開催にあたって 

「和みの集い」 

相模原南ロータリークラブ創

立五十五周年迎えますことに

至心よりお祝い申し上げます。 

2020年に五十周年を迎えまし

た際は、残念ながらコロナウイ

ルスにより五十周年記念式典を開催することがで

きませんでした。そのため今年度五十五周年記念式

典を会員総意の下、「相模原南ロータリークラブ創

立五十・五十五周年記念式典」として開催すること

になりました。記念式典を開催するにあたり、中村

好孝前会長より記念式典の実行委員長を任命され

ましたので、ひと言ご挨拶申し上げます。 

 

日本人には凡そ1500年前から「和の精神」が、心の

中に植え付けられております。日本ロータリーの基

本理念も「和の精神」が根源にあり、その幹枝に多

様性・公平性・包括性（DEI）が成り立っておりま

す。五十五年という長い星霜のなか、会員同士「親

睦」を図り、時代変化に沿いながらクラブ運営や奉

仕活動をおこなって参りました。お陰様で近年、我

がクラブへ他クラブ会員の方々が、メークアップに

訪れるようになり、クラブの雰囲気も明るく、活気

に溢れる例会がおこなわれております。 

さらに今年度五十五周年を迎えるにあたり、会員数

55名に増員し、五十五周年記念式典を迎えようと、

会員一丸となり進めて参りました。 

すでに入会された新会員の皆様は、炉辺会などで積

極的に発言され親睦を図り、奉仕活動にも参加され

ております。 

一反の織物が峻(ひ)で編む緯糸(よこいと)によって

成り立つように、「親睦」も他クラブとの「横の繋

がり」が大切です。前年度より実施された他クラブ

への「メークアップツアー」によって、さらに門戸

の開かれたクラブ例会がおこなわれるようになり

ました。 

この「メークアップツアー」は、新会員のロータリ

ーライフの視野を広め、「和む」雰囲 

気を醸し出し、クラブ活性化に寄与して戴けるもの

と思っております。また先達の皆様が築き育んで参

りました。我がクラブの歴史や伝統を継承すること

忘れることありません。 

その伝統を先輩会員が新会員を撫育するクラブ作

りを兼ね備えた。「相模原南ロータリークラブ」で

す。今後もこの雰囲気を大切に、行動力に富む、明

るいクラブ作りに邁進することを申し上げ、お祝い

の挨拶に代えさせて戴きます。 

創立五十・五十五周年記念式典 

実行委員長 中村辰雄 

   

       西丸晴彦さん 

皆様、本日の卓話は会員増強委

員会の卓話になります。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

本年度、会員増強委員会では「会

員増強はロータリークラブにと



って極めて重要かつ困難な課題であり、クラブの未

来を左右する要の取り組みである」という基本認識

のもと、成果を重視した特別体制で具体的な結果を

出すことを目指しております。 

過去の入会・退会の推移を振り返りますと、私が入

会した 2017 年当時は会員数 57 名でしたが、2025

年現在では 41 名となっております。また、創立当

初の 1977 年からの最高在籍数は 60 名でした。 

こうした数値からも、会員増強の重要性を改めて痛

感いたします。 

本年度の基本方針では以下の点が強調されていま

す： 

1． 「掘り起こし」による会員増強の強化 

2． 候補者に対するクラブ全体での支援体制の

構築 

3． 退会防止と会員間の親睦促進 

そして実施計画では、久木田会長の基本方針として

「純増 5 名」という目標が掲げられております。 

しかし、年間の退会者平均人数が 6 名ですので、純

増 5 名を目標とした場合、11 名の会員増強をしな

ければなりません。 

この目標達成のためには、会員一人ひとりのご理解

とご協力が欠かせません。皆様の積極的なご支援・

ご協力を心よりお願い申し上げます。 

これから机上にご用意しておりますカードに、ご紹

介いただけそうな方の「職業分類」「お名前」「紹介

者の氏名」をご記入いただきたく存じます。 

今後、こちらのカードを基に入会勧誘活動を進めて

まいります。 

5 分程度を目安にご記入をお願いいたします。 

【使い方のポイント】 

・職業分類はロータリークラブの分類表に基づく

と明確で偏りが出にくくなります。 

・氏名欄には正式氏名とふりがなを記入するのが

おすすめです。 

・紹介者名はクラブ会員の名前を明記してくださ

い（ご自身も含めて可）。 

・記入後は、会員増強委員会などで共有し、アプロ

ーチ順や方法を検討できます。 

 

 

 

 

 

 

 

◆スマイル報告             〈 5 件 〉 

〇相模原南ロータリークラブの中村さん、小野田さん、 

ようこそいらっしゃいました。貴クラブの 55 周年

が盛大に開催されることを祈念致します。…………

………………………………………………… 風呂井 

〇相模原南 RC の 55 周年記念実行委員長 中村様、小

野田様、本日はようこそ当クラブへお越し下さりあ

りがとうございます。11 月 8 日の 55 周年記念式典

には 10 名以上の参加をしたいと思っています。…

………………………………………………… 久木田 

〇中村様、小野田様、ようこそお越しくださいました。

鹿屋西ロータリークラブ 50 周年実行委員長はまだ

正式に決まっておりませんので誤解なされないよ

うお願い致します。…………………………… 梅北 

〇中村様、小野田様、遠いところお越しいただきあり

がとうございました。……………………… 西ノ原 

〇中村様、小野田様、本日は忙しいなか鹿屋までご来

訪いただきありがとうございました。……… 原田 

〇本日の米山 BOX スマイルは 12,4275 円です。 

 （相模原南 RC の中村様・小野田様より米山 BOX へ 

  スマイルいただきました） 

本日計  16,000 円  累計(一般) 103,000 円 

（財団） 33,508 円   （米山） 15,453 円 

＊＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊ 

「第 1 回学習会」   8 月 21 日(木)18：30～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第 1 回学習会」が開催されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 週報担当： 梅北 

講師：湯之前清和様 

ﾒﾃﾞｨﾎﾟﾘｽ国際陽子線治

療ｾﾝﾀｰ 

事業推進本部 本部長 

ロータリー国際大会  2026 年 6 月 13 日～17 日 台北（台湾） 

       2025 年 6/26～12/15 2025 年 12/16～3/31 2026 年 4/1～6/17 

登録料（31 歳以上） ＄475 ＄575 ＄675 

登録料（30 歳以下） ＄175 ＄225 ＄275 

 


